
「大人が変われば、子どもも変わる」を合言葉に！ 

 

事例集「はぐくみネットワーク」（令和７年度版） 
 

活動名 青少年健全育成活動 
活動

区分 

学校支援 放課後活動 
地域未来塾 

土曜学習 
家庭教育 その他 

活動主体  柏崎市青少年健全育成市民会議 
    〇 

市町村名  柏崎市 

 

ねらい、目指すことは･･･ 青少年の健やかな成長を目指し、子どもを地域全体で支え、安全安心な環境をつ

くること。体験活動を通し、郷土への愛着を深めること。 

こんな活動をしました！ 

① 子どもとメディアを考える会としての活動（子どもを携帯依存やネット犯罪から守るための啓発活動） 

② こども安全安心プロジェクト（街頭啓発活動）の実施（年４回） 

③ トライウォークの実施（市子ども会・市 P 連・市福祉課との連携事業） 

④ 大人のマナーアップ月間の実施（11 月１日～30 日） 

⑤ 青少年健全育成大集会の実施（演題：「命を守り、未来につなげる願い」 ～「続くはずだった命」から、生きること

の意味を考える～） 

⑥ 役員研修会の実施（演題：みんなで考えようデート DV～こども一人一人が自分らしく生きるために～） 

⑦ 親子防災体験会の実施 

こんな苦労や困ったことがありました･･･ 

・親子防災体験会を計画したが申込がなく、役員の関係者に声をかけて実施することになった。 

・野外活動前に熊警戒警報が発出されたため、トランシーバー7台を借用し、厳重に注意しながら実施した。 

地域への周知･啓発方法は･･･ 

・小中学校やコミュニティセンターへのチラシ・ポスターの配布・SNS（Facebook）を活用した周知 

・ＦＭ放送局でのＰＲ・年 2 回の広報紙での周知等 

 

連携の相手先は･･･ 小中学校ＰＴＡ、高等学校ＰＴＡ、コミュニティ振興協議会、保護司会、子ども会、刈

羽村青少年育成村民会議、市の関係部署等 

指導者やボランティアの確保は･･･ 各地区の役員から声かけの協力をしていただいています。 

 

ネットワークを広げていくために･･･ 昨年に引き続き、各地区への見守り活動アンケートを実施したことに

より、取組みを伝え活動の輪を広げることが出来ました。情報を共有することが大切だと感じました。 

 

こんな成果がありました！ 

・ゴミを拾いながら毎年トライウォークを実施している。今後も環境問題をクイズに出しながら子どもたちに

も理解しやすい取り組みをしていきたいと思う。 

・今年度初めて実施した「親子防災体験会」において、防災施設の見学と防災工作を実施した。参加者が少な

いなかでも、有意義な会となった。 

・「深めよう 絆 にいがた県民会議」が推進する「いじめ見逃しゼロ県民運動」の採択を受け、「いじめ見逃しゼロ県民

運動」における県民講座としても実施することができ、子どもに関わる 5団体で「命」について考える機会になった。 

課題と対策、これからの方向は･･･ なんといっても事業化する予算がない。個人会員も減る一方なので、無

駄な支出を減らしながら実施できるよう役員一同、知恵を絞りたいと思っています。 

（問い合わせ先）柏崎市青少年健全育成市民会議 須田貴子            

〒945-0065 柏崎市学校町 1-88 電話／fax0257(41)6344 Ｅmail／shiminkaigi@asahinet.jp 

 

成果と課題 

ネットワーク 

こんなふうに取り組んでいます（活動の概要） 


